
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 0 2 5 年 5 月  発 行 元 ： 加 茂 交 流 館 
〒720-2417 福山市加茂町芦原 491-1 

TEL (０８４)９７２-５５４１ 

E-mail : kamo-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp 
FAX の方は、北部地域振興課あてに送信してください。 

FAX（084）976-8150  

回
覧 

子
こ

育
そだ

て交流
こうりゅう

事業
じぎょう

  

 6 月17 日(火
か

) ☆ 日時
にちじ

 

★ 時間
じ か ん

 10：00 ～ 11：30 

☆ 場所
ば し ょ

 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

 

★ 予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です  ☆対象
たいしょう

 ０歳
さい

～４歳
さい

くらい 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

 

☆ 時間
じ か ん

 9：30 ～ 11：00 

★ 場所
ば し ょ

 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

 

☆ 予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です 

※治療費
ち り ょ う ひ

は無料
むりょう

です 

※診察
しんさつ

の結果
け っ か

、治療
ちりょう

できないおもちゃもあります 

※部品
ぶ ひ ん

交換
こうかん

など必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

となります 

 

★ 日時
にちじ

  6 月28 日(土
ど

) 

あそびに 

きてね♪ 

― 人権は 一人ひとりの 宝物 ― 

交流館
こうりゅうかん

では、みんなが交流
こうりゅう

し、つながり合
あ

うことを目的
もくてき

としてさまざまな講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。 

～絵本
え ほ ん

の読
よ

みきかせ～ 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

 

暮
く

らしにヒント！

みんなの料理
りょうり

教室
きょうしつ

 

チューボーですよ！ 

☆ 日時
に ち じ

 5 月29 日(木
もく

) 

9:30～12:00 
☆ 講師

こ う し

 蔵本
くらもと

 博
ひろ

美
み

さん(地域
ち い き

活動
かつどう

栄養士
えいようし

) 

☆ 材料費
ざいりょうひ

 500円
えん

 

☆ 定員
ていいん

 20人
にん

 

☆ もってくるもの エプロン、マスク、三角巾
さんかくきん

、お手
て

ふきタオル 

        お米半合
こめはんごう

 

簡単
かんたん

で、おいしいメニューを先生
せんせい

に教
おし

えてもらいます。 

裏
うら

技
わざ

やひと工夫
く ふ う

のワンポイント解説
かいせつ

も好評
こうひょう

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 人権は 一人ひとりの 宝物 ― 

＊「登録型本人通知制度」の電子申請が 

できるようになりました。 

福山市ホームページの「福山市電子申請サービス」から 

手続きしていただけます。 

＊スマートフォンなどをお持ちの人は、右の二次元コード 

を読み込むことで手続きが行えます。（対応機種のみ） 

※秘密
ひみつ

は守
まも

られますので、安心
あんしん

してご相
そう

談
だん

ください。 

こんなことでお困
こま

りではないですか？ 

◆遺言
い ご ん

や相続
そうぞく

手続
て つ づ

き、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

に関
かん

してお気軽
き が る

にご相
そう

談
だん

ください◆ 

と き 6月
がつ

21日
にち

（土
ど

）9:15～11:50 

相談
そうだん

は一人
ひ と り

45分間
ふんかん

です（3人
にん

まで） 

予約
よ や く

は，6月
がつ

2日
にち

(月
げつ

)8:30～前日
ぜんじつ

まで受付
う け つ

けます 
 

 

遺言
い ご ん

を書
か

いておきた

いけど、どう書けばい

いかわからない 

 

最近
さいきん

、親
おや

が亡
な

くなっ

たのだけれど、 

何
なに

をすればいいのか 

遺産
い さ ん

を分
わ

けるには 

どうしたらいいのか 

わからない 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

って 

なんだろう 

福山市コミュニティセンター事業 1972 年 5 月 15 日は沖縄が返還された日です。1945 年の終戦後 27 年

間アメリカに占領されていたことだけでなく復帰についても知らない世代が多

くなっています。一方で、今も「真の復帰とは何か」といった問いが続いてい

ます。なぜ、復帰を考えるのか、全国の人たちの暮らしとどうかかわっている

か考えてみましょう。 

戦時中、日本は本土への上陸を遅らせようと、沖縄で時間稼ぎの作戦をたて

激しい地上戦が長引いた結果、県民の 4 人に 1 人が亡くなったと推計されてい

ます。米軍は沖縄本島などを占領し、日本本土への出撃拠点としました。 

1945 年日本は、無条件降伏を受け入れ、アメリカを中心とする連合国に占

領され、米軍は全国各地に駐留しました。その後、アメリカなどと結んだサン

フランシスコ講和条約(1952 年発効)によって独立を回復しますが、沖縄は、奄

美(53 年復帰)や小笠原(68 年復帰)とともに日本から切り離されました。 

東西冷戦の時代、米軍は沖縄を軍事拠点化しました。53 年には、持ち主の

同意なしに土地を接収できる「土地収用令」を公布。武装兵が住民を強制排除

し、ブルドーザーで田畑や家屋をつぶして基地に変えていきました。その強権

ぶりは「銃剣とブルドーザー」と呼ばれました。 

1950 年代、独立後の日本本土にも多数の基地があり、沖縄と同様に基地へ

の反発が高まりましたが、本土では基地が大きく減らされ、一部は沖縄へ移さ

れました。 

米軍統治下の沖縄では、6 歳の女の子が米兵に性的暴行を受けて殺害される

事件や、小学校に米軍機が墜落して児童ら 17 人が死亡する事故など、米軍関

係の事件・事故が多発しました。沖縄側に米軍人らを裁く権限がなく、理不尽

な無罪判決が少なくありませんでした。 

強制的な土地接収に対する「島ぐるみ」の運動など、米軍の圧政に対し、住

民は声を上げ続けました。60 年に教職員や様々な住民組織によって「沖縄県

祖国復帰協議会」が設立され、復帰運動が本格化します。基本的人権や言論の

自由のない状態から「平和憲法の下への復帰」がスローガンとなりました。 
《次号では沖縄の返還と「核なし・本土並み」について考えてみましょう》 

 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

では、 

生活上
せいかつじょう

のさまざまな相談
そうだん

に応
おう

じています。 

仕事
し ご と

や就 職
しゅうしょく

、生活
せいかつ

や学校
がっこう

、福祉
ふ く し

制度
せ い ど

や人権
じんけん

侵害
しんがい

など 

生活
せいかつ

のなかでの困
こま

りごとの相談
そうだん

に応
おう

じています。 


